
　

生
涯
学
習
部
会
は
、
弦
打

の
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

の
生
涯
学
習
に
関
し
、
み
ん

な
の
幸
せ
に
少
し
で
も
寄
与

で
き
た
ら
と
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

活
動
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
講
座
の
企
画
に
協

力
す
る
中
、
部
会
独
自
の
事

業
と
し
て
弦
打
の
さ
ま
ざ
ま

な
場
所
を
訪
ね
た
り
、
近
在

の
里
山
に
登
る
「
ふ
る
さ
と

学
習
探
検
隊
」
「
里
山
ハ
イ

キ
ン
グ
」
や
、
幼
児
・
小
学

生
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
演
奏

会
「
さ
わ
や
か
音
楽
会
」
＝

写
真
＝
を
開
催
す
る
ほ
か
、

家
庭
の
教
育
力
を
向
上
さ

せ
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
育
ち
に
つ
な
が
る
「
家
庭

教
育
講
座
」
な
ど
を
実
施
し

ま
す
。

　

ま
た
、
「
弦
打
風
土
記
」

（
昭
和
44
年
刊
）
の
続
編
を

出
版
す
る
た
め
、
「
弦
打
風

土
記
・
続
編
」
に
関
す
る
調

査
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

毎
月
第
３
月
曜
日
の
午
後

７
時
か
ら
、
弦
打
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
定
例
会
を

開
い
て
い
ま
す
。
か
か
わ
っ

て
み
よ
う
と
思
わ
れ
る
方
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　

近
年
大
規
模
災
害
が
多
発

し
、
も
は
や
災
害
は
い
つ
わ

が
身
に
起
き
て
も
不
思
議
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

災
害
の
規
模
が
大
き
く
な

れ
ば
な
る
ほ
ど
「
自
助
（
自

分
の
身
は
自
分
で
守
る
）
・

共
助
（
力
を
合
わ
せ
て
助
け

合
い
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
を

守
る
）
」
が
重
要
と
な
り
ま

す
。
普
段
か
ら
近
隣
の
方
と

顔
見
知
り
に
な
り
、
地
域
で

の
協
力
体
制
を
作
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
防
災
部
会

で
は
「
災
害
発
生
時
に
み
ん

な
で
協
働
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
た

め
に
な
る
防
災
知
識
の
学
習

や
、
実
践
的
な
防
災
訓
練
を

通
し
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ

ー
と
な
れ
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

３
月
10
日
に
は
香
川
大
学

特
命
教
授
を
迎
え
、
「
地
域

を
知
る
防
災
」
と
題
し
、
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
と
大
規

模
水
害
を
想
定
し
た
複
合
災

害
図
上
訓
練
（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）
を

行
い
ま
し
た
＝
写
真
＝
。

　
「
防
災
」
を
き
っ
か
け
に
、

楽
し
く
地
域
の
安
心
を
広
げ

る
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

待
ち
に
待
っ
た
市
道
木
太

鬼
無
線
鶴
市
工
区
（
６
３
９

㍍
）
の
完
成
が
間
近
に
な
り

ま
し
た
。
西
春
日
工
区
（
１

３
３
９
㍍
＝
ト
ン
ネ
ル
部
分

を
含
む
）
と
同
時
の
供
用
開

始
で
、
弦
打
に
と
っ
て
産
業

道
路
（
県
道
１
７
６
号
）
全

通
以
来
の
交
通
大
動
脈
の
誕

生
で
す
。

　

国
の
登
録
有
形
文
化
財

で
、
大
正
時
代
中
期
の
建
築

美
を
今
に
伝
え
る
水
道
資
料

館
（
鶴
市
町
御
殿
）
。
耐
震

化
工
事
に
遅
れ
が
出
て
い
ま

す
が
、
来
年
早
々
に
も
オ
ー

プ
ン
の
予
定
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
新
た
な
「
宝
」

を
生
か
し
て
、
も
っ
と
住
み

よ
い
弦
打
の
明
日
を
一
緒
に

考
え
ま
し
ょ
う
。

　

高
松
市
に
は
、
お
お
む
ね
小
学

校
区
ご
と
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
協
議
会
と
い
う
自
主
的
な
ま
ち

づ
く
り
活
動
を
し
て
い
る
住
民
組

織
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
高
松
市

内
に
は
44
地
域
あ
り
、
高
松
市
す

べ
て
の
地
域
で
組
織
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

み
ん
な
が
安
心
・
安
全
に
生
活

で
き
、
活
力
あ
ふ
れ
る
住
み
よ
い

ま
ち
と
な
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
協
力
し

合
っ
て
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
ま

す
。

　

弦
打
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
で
は
、
自
治
会
を
は
じ
め
、
キ

ッ
ズ
ク
ラ
ブ
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
体

育
協
会
、
消
防
団
、
市
民
活
動
団

体
な
ど
、
そ
の
地
域
に
住
む
人
や

団
体
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
に
住
む
人
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

も
含
め
、
地
域
に
か
か
わ
る
す
べ

て
の
人
が
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手

と
な
り
ま
す
。

　

★
「
コ
ミ
ね
っ
と
高
松
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
一
部
転
載

着々と工事が進む木太鬼無線
鶴市工区＝３月12日撮影


